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1　 Raeside 1960参照。
2　 M.Singer は そ う し た 大 伝 統（great tradition） を，












6　 Deleury 1994: 2.
7　 2010年 7月 22日付 Sakāl紙。近年，パンダルプールへの巡
礼者は増加し続けているという。








12　 Raeside 1976: 587; Tulpule 1996: 204.
13　 島 1994:229参照。
14　 Sakal紙 2010年 7月 28日にはパンダルプールのヴィッタ
ル寺院に，そして同月 23日や 2011年 1月 3日にはシルデ
ィのサイババ寺院に，それぞれ高額の布施が行われたとい
う記事が掲載された。
15　 Sontheimerによれば，現在はバイラヴァないしシヴァ神と
も同一視されるこの神格は，デカン地方の荒野に起源をも
つ，荒ぶる聖霊であったと考えられる。Sontheimer 1989参照。
16　 ナグプール大学の Prof.Kolteは，このマハーヌバーヴ派の
聖典研究において先駆的な仕事を行った人物であった。彼
のもとには，聖典の正しい解釈や細かな規定の確認などを
めぐって，マハーヌバーヴ派内部の人々からの質問が絶え
なかったという（Raeside 1976:589）。すでに Kolteは亡くな
ったが，報告者の調査中にもしばしば「詳しいことは IMP
（Prof. Raesideのこと）に聞け」というマハーヌバヴ達の発
言が聞かれた。
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図版１　ヴィッタル神（パイタン・ヴィッタル寺院）
図版２　パンチャクリシュナ
図版３　R 氏所蔵写本コレクション
図版４　マハーヌバーヴ派シュリークリシュナ寺院
　　　　（プネー・ガネーシュペート）
図版５　チャクラダル像（プネ ・ーシュリークリシュナ寺院）
図版６　トゥカーラームへのプージャー。後列左はヴィッ
タル，右はルクミニー像（プネー・トゥカーラー
ム廟）
井田　克征
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図版７　ジュナーネーシュワル寺院（アーランディー）
図版８　エークナート寺院（パイタン）
図版９　エークナート寺院内部（パイタン）
図版 10　カンドーバー（パイタン・カンドーバー廟）
図版 11　ダッタ寺院境内のサンニャーシーたち（パイタン・
ダッタ寺院）
図版 12　座談の上に祀られたダッタ神。取り囲む四つの円
は，他のアヴァタールを意味している。（パイタン・
ダッタ寺院）
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図版 13　マハーヌバーヴ派シュリークリシュナ寺院（シン
ナール）
図版 14　礼拝する信徒とプジャリ（シンナール）
図版 15　マハーヌバーヴ派アーシュラム：右手は男性居住
区，奥はマハントの部屋（ナシーク）
図版 16　チャクラダルに礼拝する男性信徒（ナシーク）
図版 17　女性居住区（ナシーク）
